
広  報�

2005
緑

の
風
薫る
文化のまち和

木

町

3
平成17年�

3月号� No.384

発行／和木町役場 〒740－8501 山口県玖珂郡和木町和木1丁目1番1号 0827－52－2135 0827－52－5313 編集／企画総務課 印刷／今田印刷

ホームページアドレス http：//www.town-waki.jp Eメールアドレス yamaguchi＠town-waki.jp

トピックス「和木駅整備に関する基礎調査結果の概要」…1、2P



整備が�
必要�整備は�

不要�

よく分からない�

53.6％�
28.3％�

18.1％�

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（人）�

2,562人�

新規利用者�
1,117人�

転移利用者�
1,445人�

※不明・無回答を除く�

1



必要�

不要�

よく�
分からない�
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サンプル件数�
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よく�
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サンプル件数�
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■
永
年
勤
続
者
　

明
吉
小
百
合
（
民
生
児
童
委
員
）

■
社
会
福
祉
協
助
者

三
谷
ミ
ネ
ヨ
、
小
林
エ
ミ
子
、
山
岡
フ
ミ

エ
、
吉
村
正
行
、
水
田
洋
子
、
日
置
繁
子

■
特
別
協
助
者
（
高
額
寄
付
者
）

廣
澤
恭
彦
、
末
岡
房
江
、
片
岡
博
允
、
廣
澤

一
憲
、
樹
木
直
子
、
高
倉
キ
ヨ
子
、
吉
岡
房

子
、
池
田
君
子
、
森
本
昌
枝
、
老
人
ク
ラ
ブ

作
業
部
、
ア
ル
ミ
缶
ペ
コ
グ
ル
ー
プ

■
特
別
表
彰

（
故
）
廣
澤
克
亮
、
村
岡
恵
子
、
末
岡
靖

久
、
藤
本
高
士

2
月
15
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
「
第
16
回
和
木
町
社
会
福
祉
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

藤
本
会
長
は
「
社
会
福
祉
の
輪
を
作
っ

て
住
み
や
す
い
和
木
町
に
す
る
た
め
に
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
、
古
木
町
長
は
「
常
日

頃
よ
り
、
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
献
身
的

に
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
20
名
、
2
団
体
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

２
月
８
日
、
本
禎
二
さ
ん
（
宮
崎
県
山

田
町
在
住
）
か
ら
、
和
木
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
に
「
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
製

ち
り
と
り
」
90
個
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

本
さ
ん
は
、
板
金
業
を
営
む
か
た
わ
ら
、

廃
材
と
な
る
ト
タ
ン
の
切
れ
端
を
利
用

し
、
ち
り
と
り
を
製
作
、
現
在
ま
で
に
、

同
県
内
の
小
・
中
学
校
や
施
設
な
ど
に
約

１
５
０
０
個
以
上
を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
日
、
本
さ
ん
と
旧
友
の
元
浄
健
爾

さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）
が
河
村
教
育
長
を

訪
ね
、
和
木
小
・
中
学
校
の
代
表
児
童
・

生
徒
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
温
か
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
児
童
・
生
徒
ら
は
「
大
事

に
使
い
、
学
校
の
美
化
に
役
立
て
ま
す
。」

と
丁
寧
に
受
け
取
り
、
し
っ
か
り
と
し
た

ト
タ
ン
製
ち
り
と
り
の
感
触
を
確
か
め
て

い
ま
し
た
。

本
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
大
変
感
謝

い
た
し
ま
す
。
物
を
大
切
に
す
る
心
を
受

け
継
ぎ
、
教
育
の
場
で
活
か
し
て
い
き
ま

す
。
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1
月
31
日
、
永
井
儀
さ
ん
（
和
木
1
丁

目
）
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

2
月
13
日
、
図
書
館
で
「
第
8
回
図
書

館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
り

口
に
は
、
開
館
前
か
ら
古
本
が
格
安
で
購

入
で
き
る
と
あ
っ
て
、
長
い
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
「
ど
き

ど
き
お
話
会
」、「
人
形
劇
」、「
映
画
の
上

映
」、「
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
和
木

中
学
校
生
徒
2
名
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
に
表
彰
さ
れ
た
読
書
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
者
は
図
書
館
の
ペ

ー
ジ
（
5
Ｐ
）
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

永井　儀さん

ま
ち
の
話
題

宮
崎
県
か
ら
「
ち
り
と
り
」の
贈
り
物

ま
ち
の
話
題

第
８
回
図
書
館
ま
つ
り
開
催

ま
ち
の
話
題

第
16
回
和
木
町
社
会
福
祉
大
会

元浄さん（中央）と
ちりとりを受け取った小・中学生

「どきどきおはなし会のようす」



昨
年
度
に
引
き
続
き
、
2
度
目
の
開
催

と
な
っ
た
、「
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
体

験
事
業
」（
文
化
庁
、
山
口
県
教
育
委
員

ん
で
の
発
声
練
習
。
お
互
い
の
心
を
開
い
て

ゆ
く
親
睦
ゲ
ー
ム
で
体
と
心
を
ほ
ぐ
し
て
、

身
体
表
現
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

相
手
の
目
を
見
る
こ
と
、
思
い
を
込
め
て

言
葉
を
発
す
る
こ
と
、
聞
い
た
側
は
そ
の
内

容
を
想
像
す
る
こ
と
、
な
ど
を
と
お
し
て
、

参
加
者
は
日
ご
ろ
と
は
違
っ
た
感
覚
で
相
手

と
向
き
合
う
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

2
日
間
の
総
ま
と
め
と
し
て
、
3
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
の
作
品
作
り
で
は
、

「
う
み
」
の
歌
の
歌
詞
を
体
で
表
現
し
合

う
こ
と
に
大
人
も
子
ど
も
も
入
り
混
じ
っ

て
真
剣
に
取
り
組
み
、
短
時
間
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
に
作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
楽
し
か
っ
た
。
」

「
ま
た
や
り
た
い
。」
と
の
声
が
た
く
さ
ん

聞
こ
え
、
講
師
陣
、
参
加
者
と
も
充
実
し

た
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

『
役
者
さ
ん
と
遊
ぼ
う
』開
催

け
を
指
導
。
今
後
は
恵
庭
の
メ
ン
バ
ー
を

モ
デ
ル
に
し
て
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
を
も
と

に
練
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
た

め
、
和
木
の
メ
ン
バ
ー
も
こ
の
機
会
を
大

切
に
と
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
み
、
予
定

さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の
練
習
を
消
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

萬
年
さ
ん
は
、「
恵
庭
よ
り
も
進
ん
だ

か
も
。
和
木
の
皆
さ
ん
は
熱
心
。」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2
度
目
の
共
演
を
め
ざ
す
、
恵
庭
紅
鴉
と

和
木
紅
鴉
の
交
流
は
、
姉
妹
都
市
の
え
に

し
を
深
め
て
い
く
も
の
の
ひ
と
つ
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

町
制
施
行
30
周
年
事
業
を
き
っ
か
け
に

発
足
し
、
成
長
を
続
け
て
い
る
「
和
木
紅

鴉
」
で
す
が
、
そ
の
本
家
で
あ
る
「
恵
庭

紅
鴉
」
の
メ
ン
バ
ー
が
指
導
の
た
め
来
町

し
ま
し
た
。

2
月
4
日
、
5
日
、
6
日
の
2
泊
3
日

で
、
姉
妹
都
市
恵
庭
市
か
ら
指
導
に
訪
れ

た
の
は
、
萬
年
古
都
美
さ
ん
。

一
昨
年
の
恵
庭
紅
鴉
の
来
町
の
際
に
は

都
合
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
回

が
初
の
和
木
町
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

5
日
は
、
ほ
ぼ
一
日
を
費
や
し
て
、
新

曲
で
あ
る
「
紅
鴉
2
0
0
5
」
の
振
り
付

姉
妹
都
市
交
流
に
新
た
な
絆

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算325号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！
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萬年古都美さん

練習を終えて

会
、
和
木
町
教
育
委
員
会
　
主
催
）
が
、

2
月
19
日
、
20
日
の
2
日
間
、
和
木
町
文

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、『
役
者
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！
』

と
題
し
て
、「
文
学
座
」
の
演
出
家
、
森

さ
ゆ
里
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
シ
ア
タ
ー

ゲ
ー
ム
を
と
お
し
て
、
表
現
す
る
楽
し
さ
、

伝
え
る
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
2
日
間
で
の
べ
約
60
名
に
の

ぼ
り
、
特
に
2
日
目
は
1
日
目
を
上
回
る

参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

指
導
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
た
の

は
、
椎
原
克
知
さ
ん
、
助
川
嘉
隆
さ
ん
、

上
田
桃
子
さ
ん
の
3
人
の
俳
優
で
、
参
加

者
、
講
師
陣
と
も
、
胸
と
背
中
に
、
自
分

が
呼
ん
で
ほ
し
い
名
前
を
書
い
た
紙
を
貼

り
付
け
て
、
名
前
を
呼
び
合
い
ま
し
た
。

準
備
運
動
に
続
い
て
は
、
大
の
字
に
寝
転

森さん（写真中央）の指導のようす

ま
ん
ね
ん

こ

と

み



あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

＜CD＞
☆80's Navi
☆Early Times/ラブサイケデリコ
☆JAYー2/リンキン・パーク
☆トゥー・オール・ザ・ドリーマーズ/SOUL'dOUT
☆ACTⅡ/TOKIOE TRUE☆Yaiko’s  selection/
矢井田瞳
＜一般書＞
『夫の息子』 藤堂志津子著
『三味線ざんまい』 群ようこ著
『グランド・フィナーレ（第132回芥川賞受賞作）』

阿部和重著　
『ピーコとサワコ』 ピーコ著　阿川佐和子著
『夜ふけのなわとび』 林真理子著

＜児童書・絵本＞
『トロール・フェル上・下』キャサリン・ラングリッシュ作
『のうさぎミミオ』 舟崎克彦作・絵
『三つの金の鍵』 ピーター・シス作
『ごほん！ごほん！ごほん！』

デボラ・ブラス作　ティファニー・ビーク絵
『しまうまのさんぽ』 Ｕ・Ｊ・サトー作・絵

☆secret/倖田來未
☆ジュエルズⅡ/クィーン
☆PERFECT BEST/EXILE
☆WHITE ROAD/GLAY
☆BEST OF SOUL/BoA ベストセレ

『予定日はジミー・ペイジ』 角田光代著
『サーカス団長の娘』 ヨースタイン・ゴルデル著
『ダブルプレー』 ロバート・Ｂ・パーカー著
『いつでも野菜を』 オレンジページ
『また少年が殺した』 日垣　隆著　

『ダンデライオン』 ドン・フリーマン作・絵　
『さかなのかたち』
なかのひろみ文　まつざわせいじ文　友永たろ絵

『環境の世界地図』 新美景子著　藤田千枝編
『いろいろたまご図鑑』 嶋田泰子編
『写真で見る世界の人びと』ディーナ・フリーマン総監修

今月の休館日 7日（月）・14日（月）・20日（祝）・21日（祝）・28日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ

日　時 3月19日（土）15時～

場　所 図書館内絵本のコーナー

よみきかせボランティア「ぴのきお」

問合せ 和木町立図書館

（ 54ー0222）

読書感想画表彰者（敬称略）

金賞　宮本　将彰（小学 2年）

金賞　松並裕美子（小学 6年）

銀賞　伊藤　優人（年　　長）

銀賞　青木　望奈（小学 2年）

銀賞　加藤　真衣（小学 3年）

銀賞　山根　未帆（小学 4年）

銀賞　今地　大武（小学 6年）

銅賞　友森　海智（年　　少）

銅賞　村上　航平（年　　中）

銅賞　藤本　都和（年　　長）

銅賞　松長ひなた（年　　長）

銅賞　濱本　愛実（年　　長）

銅賞　中野　天翔（年　　長）

銅賞　松村　晃助（小学 1年）

銅賞　尾山　勇輝（小学 2年）

銅賞　西村美乃莉（小学 4年）

銅賞　永井　将貴（小学 5年）

銅賞　坂本　亮太（小学 5年）
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○図書館では、毎月
第3土曜日に絵本
の読みきかせを行
なっています。



ローズフェスタ２００５
開催決定
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今年も蜂ヶ峯ローズフェスタを

5月22日に開催致します

楽しい企画で皆さまのご来場を

お待ちしております。

ローズウエディングで
挙式をしませんか？

3千5百本のバラに囲まれた素敵

な結婚式

蜂ヶ峯ローズフェスタ実行委員

会では、『ローズフェスタ2005』

の中で挙式をしたいという素敵な

カップルを3組募集しています。

費用につきましては、10万円よ

りとなっています。（衣装・着付

け費用）

申込み詳細につきましては、下

記の問合せ先にご連絡ください。
ウエディングの特典

素敵な演出を企画します。

演出ににかかる費用は当方にて

負担いたします。

応募期限　3月23日（水）
※ただいま実行委員会では、イベ

ント企画（案）とボランティアスタ

ッフを募集しています。イベン

トに参加して楽しんでみません

か？ご連絡をお待ちしています。

問合せ 和木町商工会

（ 53ー2066）
ホームページ　http : //www.joho-
yamaguchi.or.jp/wakisho/

「
世
界
の
絵
本
展
」
和
木
展

展
示
期
間
▼
3
月
26
日
　
〜
3
月
31
日

開
館
時
間
▼
10
時
〜
20
時
30
分

（
最
終
入
館
は
20
時
）

た
だ
し
、
3
月
26
日
の
み
、
一
般
の
方

の
入
館
は
13
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、3
月
31
日
は
18
時
に
閉
館
し
ま
す
。

展
示
内
容
▼
世
界
1
2
0
カ
国
・
地
域
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
絵
本
・
児
童
向
け
図
書
約
1
0
0
0
冊
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
世
界
各
地
に
伝
わ
る
「
物
語
」

を
再
現
し
た
「
パ
ノ
ラ
マ
絵
本
」
を
公
開
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

問
合
せ
▼「
世
界
の
絵
本
展
」
和
木
展
実
行

委
員
会
（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

0
9
1
1
）

販
売
開
始
日
▼
3
月
20
日

販
売
時
間
▼
10
時
30
分
〜
16
時
30
分

販
売
場
所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
内
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
販
売
所

※
3
月
20
日
　
以
降
、
土
・
日
・
祝
日
に
営
業

し
ま
す
！

販
売
員
募
集
（
高
校
生
可
）

※
町
内
在
住
者
に
限
る

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
和
木
町
商
工
会
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
和
木
町
商
工
会
（

53
ー

2
0
6
6
）

和
木
美
術
館
情
報

（ ）土（ ）日

（ ）日

（ ）木

や
ま
も
も
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

販
売
開
始
！
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た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
す
る
駅
や
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
病
院
な
ど
で
は

入
り
口
に
「
禁
煙
」
を
お
願
い
す
る
表
示

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
15

年
か
ら
「
健
康
増
進
法
」
に
基
づ
い
て
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
々
を
、
受
動
喫
煙
の

害
か
ら
守
る
た
め
に
施
設
の
管
理
者
が
努

力
を
始
め
た
結
果
で
す
。
た
ば
こ
に
含
ま

れ
る
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な
ど
の
物
質

と
、
健
康
被
害
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
た
め
、
全
国
的
に
た
ば
こ
対
策
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

喫
煙
場
所
を
限
定
し
て
お
く
メ
リ
ッ
ト

は
①
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
②
子
ど
も
の
健
康
を
守

り
未
来
の
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
③
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
自
身
も
1

日
の
喫
煙
本
数
が
減
る
こ
と
で
健
康
を
維

持
で
き
る
と
い
う
3
点
で
す
。
た
ば
こ
は

国
策
で
販
売
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、

全
面
禁
煙
は
難
し
い
も
の
で
す
。
た
ば
こ

を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
、
互
い
の
健

康
を
思
い
や
る
こ
こ
ろ
が
大
切
で
す
。

和
木
町
内
の
公
共
施
設
の
取
組
み
は
表

1
の
と
お
り
で
す
。
少
し
ず
つ
受
動
喫
煙

を
防
止
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
校
や
幼
稚
園
等
の
教
育
施
設
は
、
保

護
者
も
協
力
し
て
教
育
施
設
が
目
指
す
き

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

き
れ
い
な
空
気
で
、
元
気
！

れ
い
で
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
応
援
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

入
り
口
に
禁
煙
表
示
を
し
て
い
る
施
設

の
取
組
み
に
は
、
愛
煙
家
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
施
設
内
に
喫
煙

所
が
な
い
と
、
路
上
な
ど
屋
外
で
の
喫
煙

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
が
、
吸
殻
入
れ
を

携
帯
し
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
ご
み
の
持
ち
帰
り
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
今
日
、
吸
殻
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

11
月
に
開
か
れ
た
『
和
木
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
』
で
、
受
動
喫
煙
防
止
の

輪
を
町
内
に
広
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
具
体
的
な
検
討
を
す
る
た
め
、
体
育

協
会
・
母
子
保
健
推
進
協
議
会
・
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
・
中
学
校
・
小
学
校
の

協
力
を
得
て
、
検
討
を
続
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
受
動
喫
煙
防
止
に
関
し
て
提
案

が
あ
れ
ば
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
の
防
止
を
呼
び
か
け
る
た

め
、
和
木
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
事
務
局：

和
木
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
禁
煙
表
示
を
作
成
し
ま
し
た
。
町

内
の
複
数
の
人
が
利
用
す
る
場
所
で
の
表

示
を
推
進
し
ま
す
。
表
示
を
ご
希
望
の
施

設
管
理
者
は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
の
表
示
の
あ
る
場

所
で
の
禁
煙
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

和木町役場

場　　　所

表　1

文 化 会 館

総合コミュニティセンター

ロビーの灰皿の減少
職員の喫煙所を限定

禁　煙　対　策

ホワイエ一部のみを喫煙
所に指定

１･３階は喫煙所を限定
２階図書館は禁煙

体育センター アリーナのみ禁煙

保健相談センター 施設内禁煙

和木中学校
校舎内禁煙（16年2学期～）
運動会での喫煙所設置

和木小学校
校舎内禁煙（16年2学期～）
運動会での喫煙所設置

和木幼稚園 敷地内禁煙

和木保育所 敷地内禁煙

受け忘れている
予防接種は
ありませんか？

まだ受けていない予防接種があ
りましたら、お子さんの体調のよ
い時に早めに受けましょう。
※3月1日（火）～7日（月）「こども
予防接種週間」です。

問合せ

保健相談センター（ 52ー7290）

禁
煙
表
示
で
分
煙
を
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健康カレンダー （3月16日～4月15日）

食推さんのおすすめメニュー

保セ・・・保健相談センター

月 日（曜）

3月17日（木）

1月24日（木）

1月31日（木）

4月 4日（月）

2月 7日（木）

1月14日（木）

1月15日（金）

行　　　　事

両親教室

プレイルーム

プレイルーム

プレイルーム

健康相談

プレイルーム

プレイルーム

育児相談

婦人科健診

受付時間

09：30～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

09：30～10：00

10：00～15：00

10：00～15：00

13：30～14：30

09：00～10：50

13：00～14：50

保　　　セ

10：00～15：00 保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

関ヶ浜分館

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

妊婦とそのご家族の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

申込み済みの方

保　　　セ

野菜とくらげの甘酢漬け
材料6人分
塩くらげ・・・60g
白菜・・・・・・・100g
大根・・・・・・・50g
きゅうり・・・50g
にんじん・・・30g

塩・・・・・・・小さじ1/2
ごま油・・・・大さじ1/2
酢・・・・・・・大さじ2
砂糖・・・・・大さじ1と1/2
薄口しょうゆ油・・・大さじ1

しょうが・・小1カケ
桜えび・・・大さじ2

とてもおいしい一品です。 （食推１班　田中　悦子）

元気わくわくチャレンジ畑のお知らせ

＠

作り方
①下準備
塩くらげ・・・水につけ、しばらく塩抜きをする。

適当な長さに切っておく。
白菜・・・・・・・繊維にそって、細切りにする。
大根・きゅうり・にんじん・・・細切りにする。
しょうが・・・細いせん切りにしておく。

③甘酢を作る
＠を鍋にあわせ、ひと煮立ちさせる。熱い
うちに②にかけて混ぜ、くらげ、しょうが、
桜えびも加えて味をなじませる。

｢旬の野菜をしっかり食べて元気になりましょ
う！｣和木町健康づくり計画をもとに、チャレンジ
畑（親子体験農園）の参加者を募集します。土に
触れ、野菜の成長過程を親子で楽しんでください｡
募集世帯 10世帯（子どもがいる世帯）
期　間 4月～平成18年3月
場　所 和木4丁目
費　用 肥料・種苗代実費
申込み 3月31日(木)までに、

保健相談センター（ 52ー7290）へ

総合健診を申込んだ方へ
総合健診を申込まれた方へ、受

診票セットを3月下旬にお届けしま
す。届いたら必ず開封し、内容の
確認をお願いします。申込みをし
てもセットが届かない場合は、速
やかに保健相談センターまでご連
絡ください。

受診票セットの内容

●受診票セットは、通知書も含め封筒ごと全て健診当日持参してください。

婦人科健診もあわせて申込んだ方は、婦人科健診の日は婦人科健診の通知

書と受診票のみ持参し、総合健診のセットは保管しておいてください。

●基本健診の採尿容器には、健診日の朝一番の尿を採ってきてください。ふ

たを開け容器を押して、中の空気を出した後で尿中につけ力をゆるめると、

スポイトのように尿を吸いとることができます。

●指定の健診日･時間を変更する場合は、3日前までに保健相談センターにご

連絡ください。

問合せ　保健相談センター（ 52ー7290）

総合健診のお知らせ 通知書：指定の健診日・時間、注意事項を記載
受診票：健診の対象年齢分をセット
検体容器：採尿容器・採便容器等

第４回　キッズきっちん
～こどもの食べ物教室～

ゲーム、クイズ、料理をする中で、｢食べる
こと｣を一緒にふり返ってみませんか？
対象者 小学4年生
※保護者の参加も可。児童のみも可です。
日　時 3月23日（水）13時30分～16時30分
※午前中授業の日です
場　所 保健相談センター
内　容 テーマ「“食べること”について振り返ろう」

ゲーム、クイズ、調理実習
参加費 材料費実費（200円程度）
持参品 エプロン、三角巾、ふきん、手拭タオル、筆記用具
申込み 3月18日（金）までに保健相談センター

へ（ 52ー7290）

＠�

②塩もみする
野菜をボウルに入れ、分量の塩をふり混ぜる。
しばらく置き、しんなりしたら手でもみ、き
つく絞る。
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日
　
時
▼
3
月
13
日
　
　
9
時
開
会
式

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種
　
目
▼
男
子
A
、
B
、
C
、
D
級
複
、

女
子
A
、
B
、
C
、
D
級
複
、
中
学
生
、

小
学
生
、
親
子
の
部
（
小
学
生
以
下
）

（
D
級
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
が
2
年
未
満
）

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
／
1
人
3
0
0
円

小
・
中
学
生
／
1
人
1
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み
期
限
▼
3
月
8
日

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

日
　
時
▼
3
月
16
日
　
　
9
時
〜
開
会
式

場
　
所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
料
▼
2
0
0
円
／
1
人

競
技
方
法
▼
1
チ
ー
ム
6
名
編
成
の
団
体

戦
（
上
位
4
名
の
合
計
ス
コ
ア
で
競
う
）

申
込
み
期
限
▼
3
月
10
日

※
申
込
み
用
紙
は
体
育
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

日
　
時
▼
3
月
12
日
　
　
8
時
30
分
〜
開

会
式

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
前
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

参
加
料
▼
2
0
0
円
／
1
人

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

日
　
時
▼
3
月
13
日
　
　
9
時
〜
開
会
式

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
　
3
0
0
円
／

1
人
　
小
・
中
学
生
　
1
0
0
円
／
1
人

種
　
目
▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

対
　
象
▼
一
般

期
　
間
▼
4
月
2
日
〜
毎
週
土
曜
日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

申
込
み
期
限
▼
3
月
31
日

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

職
場
や
地
域
の
チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
せ

ん
か
？
み
ん
な
で
楽
し
く
、
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

開
催
日
▼
4
月
下
旬
〜

場
　
所
▼
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

（ ）日

（ ）火

（ ）水

（ ）木

（ ）土

平
成
17
年
度

体
力
つ
く
り
教
室

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
募
集

第
15
回
和
木
町
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

和
木
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

和
木
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（ ）木

平成17年度 和木町スポーツ教室 受講生募集中！！
体育センターでは、生涯スポーツ事業の一環として町民の方々にいろいろなスポーツにチャレン

ジしていただこうと、下記スポーツ教室を開講いたします。初心者や初級・中級者の方々がスポー

ツを始めるきっかけづくりの場となるよう受講生を募集しています。
あなたの健康管理と体力増強のために、是非スポーツ教室を利用してみてはいかがですか？

○申込期間 3月14日（月）～3月31日（木） ○申込み・問合せ 体育センター（ 52ー2811）
※教材・保険料は、申込書提出時に一緒にお支払いください。
※教材・保険料については、受講申込書受付後の返却はいたしません。
※教材費に不足が生じた場合は、別途徴収いたします。
※用具等は、各自でご用意ください。
※日程等は、都合により変更または中止となることがありますのでご了承ください。

教　室　名 技術等の程度

インディアカ

トリムバレーボール

バレーボール

太 極 拳

卓　　球

ソフトテニス

初心者及び初級

初心者及び初級

初心者及び初級

初心者及び初級

初心者、初・中級

初心者、初・中級

技術等の程度

初心者及び初級

初心者及び初級

初心者及び初級

初心者及び初級

初心者、初・中級

初心者、初・中級

対象

一般

婦人

婦人

一般

一般

一般

期 間

自平成17年4月 6 日
至平成17年6月29日

自平成17年4月 6 日
至平成17年6月29日

自平成17年4月 7 日
至平成17年6月30日

自平成17年4月 7 日
至平成17年6月30日

自平成17年4月 2 日
至平成17年6月25日

自平成17年4月 2 日
至平成17年6月25日

時　　　間

自午前 9 時30分
至午前11時30分

自午前 9 時30分
至午前11時30分

自午前 9 時30分
至午前11時30分

自午後 1 時30分
至午後 3 時30分

自午前 9 時30分
至午前11時30分

自午前 9 時30分
至午前11時30分

曜

水

水

木

木

土

土

定員

20名

20名

20名

20名

20名

20名

教材・保険料

2,500円

2,500円

2,500円

1,500円

2,500円

2,500円
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山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
「
表

示
登
記
の
日
」
に
表
示
登
記
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
４
月
１
日
　
　
９
時
〜
15
時

場
　
所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

相
談
内
容
▼
土
地
の
分
筆
・
地
目
変
更
・

地
籍
更
正
・
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
。
建
物

の
新
築
・
増
築
・
滅
失
・
分
割
・
区
分
等

相
談
員
▼
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

問
合
せ
▼
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（

０
８
３
ー

９
２
２
ー

５
９
７
５
）

人
生
80
年
時
代
、「
明
る
く
豊
か
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
」
を
送
る
た
め
知
識

を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
人
と
人
の
ふ

れ
あ
い
を
大
事
に
す
る
「
大
学
形
式
」
の

学
習
の
場
で
す
。

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
、
出
席
を
重
ね
れ

ば
あ
な
た
も
教
授
に
な
れ
ま
す
。
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
町
内
在
住
の
昭
和
20
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

申
込
み
▼
入
学
申
込
書
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（

52
ー

2
1
9
1
）
に
あ
り
ま
す
。

3
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
受
講
さ
れ
て
い
る
方
は
、
自
動

継
続
し
ま
す
。

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
見
学
も
出
来
ま
す
の
で
気

に
入
っ
た
講
座
が
あ
れ
ば
、
こ
の
機
会
に

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

詳
し
く
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
1
9
1
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消

費
生
活
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
情
報
に

基
づ
い
て
、
自
己
責
任
の
も
と
に
主
体
的

に
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
を
促
す
た
め

に
消
費
者
啓
発
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
県
内
に
居
住
ま
た
は
、
通
勤

通
学
さ
れ
て
い
る
方
。

応
募
作
品
▼
文
字
数
が
30
文
字
以
内
で
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法
▼
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
児
童
・

生
徒
の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
を
記
入

し
、
ご
送
付
く
だ
さ
い
。
応
募
枚
数
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
1
枚
に
つ
き
3
点

の
作
品
ま
で
で
す
。

応
募
期
限
▼
4
月
13
日
（
当
日
消
印
有
効
）

問
合
せ
・
応
募
先
▼
〒
7
5
3
ー

0
8
2
1

山
口
市
葵
2
丁
目
6
ー

2

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
3
月
18
日
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

52
ー

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

高
齢
者
学
級

和
木
大
学
生
募
集

心

配

ご

と

相

談

各
　
種
　
相
　
談

（ ）金

（ ）金

（ ）水

４
月
１
日
は

「
表
示
登
記
の
日
」
で
す

公
民
館
講
座
の
ご
案
内

「
消
費
者
啓
発
の

標
語
」を
募
集
し
ま
す

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
平
成
17

年
度
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
全
な
心
と
体
を

形
成
し
、
友
情
の
輪
を
広
げ
て
い
く
場
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
集
い
、
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
せ
ん

か
？

（
活
動
種
目
）

剣
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
女
子
）、
体
操
、
軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男

子
・
女
子
）

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー（

52
ー

2
8
1
1
）

体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
硬
式
テ
ニ

ス
、
剣
道
、
弓
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
な
ぎ
な
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ゴ
ル
フ
、
陸
上
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
審
判
、
卓
球
、
和
木
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
各
部
で
は
定
期
的
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
部
に
よ
っ
て
は
学
生
部
員
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
未
成
年
の
方
は
保
護
者
の
承

諾
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

平
成
17
年
度

体
育
協
会
会
員
募
集

平
成
17
年
度
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集
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訂

正

と

お

詫

び

広
報
わ
き
２
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

●
山
口
県
消
防
協
会
表
彰

功
労
章→

功
績
章

古
川
淳
一
（
第
２
分
団
団
長
）

→

古
川
淳
一
（
第
２
分
団
部
長
）

岡
崎
弘
夫
（
第
２
分
団
班
長
）

→

岡
崎
弘
夫
（
前
第
２
分
団
班
長
）

張
間
　
勝
美
（
第
１
分
団
団
長
）

→

張
間
　
勝
美
（
第
１
分
団
団
員
）

和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
臨
時
職
員
募
集

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
が

利
用
で
き
る
方
）

募
集
人
数
▼
1
名
（
年
齢
50
歳
ま
で
）

勤
務
時
間
▼
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

賃
　
金
▼
5
、
2
0
0
円
／
日

応
募
方
法
▼
3
月
15
日
　
ま
で
に
履
歴

書
を
添
え
て
社
会
福
祉
協
議

会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

※
3
月
18
日
　

9
時
か
ら
福
祉
会
館

で
面
接
を
行
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
度
の
奨

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
貸
付
要
件
】

●
高
校
生
･
大
学
生
〔
短
大
生
含
む
〕
・

大
学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修

学
校
生

●
学
業
優
秀
な
人

●
本
町
に
2
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

【
貸
付
金
額
】

※
い
ず
れ
も
1
名
当
た
り
の
月
額

●
大
学
〔
短
大
〕
生
・
大
学
院
生

国
公
立
　
　
3
5
、
0
0
0
円
以
内

私
立
　
　
　
4
2
、
0
0
0
円
以
内

●
高
校
生

国
公
立
　
　
1
3
、
0
0
0
円
以
内

私
立
　
　
　
2
0
、
0
0
0
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

国
公
私
立
　
2
0
、
0
0
0
円
以
内

●
専
修
学
校

専
門
課
程
　
3
5
、
0
0
0
円
以
内
　
　

高
等
課
程
　
1
3
、
0
0
0
円
以
内

【
提
出
書
類
】

●
奨
学
金
貸
付
申
請
書
　

●
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
を
記
入
）

●
在
学
証
明
書

●
学
校
長
の
推
薦
調
書

※
申
請
さ
れ
る
方
に
は
教
育
委
員
会
事
務

局
に
て
募
集
要
項
を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
提
出
期
限
】
4
月
18
日

【
提
出
・
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
事
務
局

（

53
ー

3
1
2
3
内
線
2
5
4
）

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
学
用
品
費
・
医
療
費
な
ど
必
要

な
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

1
・

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

2
・

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
お
い

て
、
次
の
措
置
を
受
け
た
方
な
ど
、
生

活
保
護
を
必
要
と
す
る
方
に
準
ず
る
程

度
に
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方

生
活
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
を
受

け
た
世
帯

市
町
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る

世
帯
（
児
童
手
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

国
保
・
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
措

置
を
受
け
て
い
る
世
帯

そ
の
他
の
理
由
で
、
生
活
状
態
が
極

め
て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

申
込
み
期
限
▼
4
月
28
日

問
合
せ
・
申
込
み
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
　

就
学
援
助
係（

53
ー

3
1
2
3
内
線
2
5
1
）

内
閣
府
で
は
平
成
17
年
度
に
実
施
す
る

国
際
交
流
事
業
（「
国
際
青
年
育
成
交
流
」

「
日
中
、
日
韓
青
年
親
善
交
流
」「
世
界
青

年
の
船
」「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」）
の

参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
▼
3
月
28
日
　
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ
▼
県
民
生
活
課
青
少
年
室
　

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

2
6
3
4
）

期
　
間
▼
3
月
1
日
　
〜
3
月
7
日
　

全
国
統
一
標
語

「
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

聞
い
て
み
て
」

山
口
県
防
火
標
語

「
つ
け
た
火
に
　
心
許
す
な
　
消
す
ま
で
は
」

最
近
、
裸
火
（
灯
明
、
ス
ト
ー
ブ
、
調

理
器
具
等
）
を
使
用
中
に
着
衣
へ
着
火
す

る
火
災
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
起

こ
り
や
す
い
気
候
と
な
り
ま
す
の
で
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
尊
い
命
や
貴
重
な
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
製
品
の
着

用
や
防
災
機
器
の
活
用
な
ど
で
各
自
が
防

火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。

2
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し

な
い
。

3
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い
。

4
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

5
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

6
電
気
器
具
は
、
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い
。

7
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い
。

（ ）火

（ ）1（ ）2（ ）3（ ）4（ ）5

（ ）木

（ ）火

春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
実
施

（ ）月

（ ）月

和
木
町
奨
学
生
を
募
集

就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内

青
年
国
際
交
流
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

（ ）月

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
、

ご
希
望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

（ ）金
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1．4月分保険料から280円引き上げられ月額13,580円となります。

※国民年金の保険料は、平成17年度から平成29年度まで毎年引き上げられる予定となっています。（引き上げ
額は、今後の賃金上昇率によって変わります。）

2．国民年金保険料の口座振替割引制度が拡充

①保険料の前納を口座振替にすると割引額が増えます

・17年度分の保険料を一括して前納すると、現金払いでは、2,890円の割引、口座振替では、3,420円（530円増）
の割引となります。（6ヶ月前納も口座振替が有利です。）
※口座振替での前納は、平成17年3月31日までに社会保険事務所での登録が完了している必要がありますので、
ご希望の方は、お早めにお申込ください。
※口座振替日は4月30日（今年は4月末日が休日のため5月2日）なお、既に口座振替で前納されている方は、届
出の必要はありません。
②月々の口座振替に早割（当月保険料の当月末引落し）制度

・通常の口座振替（当月保険料の翌月末引落し）は定額保険料ですが、口座振替を早割にすると40円が割引と
なります。
※早割制度を申込みすると翌月末の初回の口座振替で2ヶ月分の保険料（従前の保険料と40円割引された保険
料）が引落しとなり、その後の毎月の保険料が40円割引となります。
3．若年者納付猶予制度が導入

・20歳代の方は、本人（配偶者を含む）の所得が一定額以下の場合は、申請により月々の保険料納付が猶予さ
れます。（これまでは、所得が一定額以上の世帯主（親など）と同居の場合には、保険料免除の対象外。）ま
た、満額の老齢年金を受け取るために、その後10年間のうちに保険料を納付することができます。（2年以上
経過後は保険料に一定の加算がかかります。）
4．保険料免除の所得基準が一部緩和されます

単身世帯の方の保険料免除の目安（年収ベース）

5．第3号被保険者の特例が実施

・第3号被保険者（厚生年金保険等に加入する方の被扶養配偶者）の届出の特例が認められます。第3号被保険
者の届出が遅れたときには、2年前まではさかのぼって第3号被保険者の期間となりますが、それ以前の期間
は、「保険料未納の取り扱い」となっていました。
今回の改正では、特例の届出をしていただくことによって、2年以上前の期間も第3号被保険者期間として

取り扱い、将来その分の年金を受け取ることができるようになります。
6．60歳代前半の在職老齢年金制度の見直し

・老齢厚生年金の受給している60歳代前半の方が、就労して厚生年金保険の被保険者となった場合は、年金額
が一律に2割支給停止となり、さらに年金額と賃金の額に応じて年金が支給停止されていましたが、一律2割
の支給停止が廃止され、年金額と賃金の額に応じた支給停止のみとなる仕組みに変更されます。
なお、該当する方には、年金額が改定される旨のお知らせが、6月中旬までに社会保険庁から通知されます。

社会保険庁ホームページ http://www.sia.go.jp/

年金制度改正等のお知らせ～国民年金の保険料が変わります～

特別障害給付金～平成17年4月から始まります～
国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情により、障害基礎年金等を受給していない障害者の方を

対象とした福祉的措置として、特別障害給付金制度が創設されました。
対象者 平成3年3月以前の国民年金任意加入対象であった学生。または、昭和61年3月以前の国民年金任意加

入対象であった被用者（厚生年金、共済組合等の加入者）の配偶者であって、国民年金に任意加入して
いなかった期間内に初診日があり、現在、障害基礎年金1、2級相当の障害に該当する方。

支給額 1級：月額5万円、2級：月額4万円
※支給額は、毎年度自動物価スライドがあります。
※所得によって支給制限となる場合があります。
◎給付金の支給は、請求のあった月の翌月分から支給。（最も早い場合4月に請求すれば5月分から支給されます。）
請求が遅れた場合は、さかのぼって支給できませんので、17年4月中に保健福祉課に請求書を提出してください。
問合せ 岩国社会保険事務所（ 24ー2222）

平成16年度

平成17年度

全額免除

100万円

122万円

半額免除

150万円

227万円
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労働保険料の申告と納付

労働保険（労災保険と雇用保険）の保険料は、毎年4月1
日から次の年の3月31日までの1年分を年度のはじめにあら
かじめ概算（見込額）で申告・納付しておき、翌年度のは
じめに、確定額を申告して精算し、これと同時に新しい年
度の概算保険料を併せて申告・納付するしくみになってい
ます。
年度更新のための申告・納付期間は4月1日から5月20日

までとなっておりますので早めに手続きをされるようお願
いします。

申告書受付相談会

場　所 岩国市民会館第一研修室

日　時 4月26日（火）5月12（木）13日（金） 10時～15時

雇用保険率の変更
4月1日から雇用保険率が変わります。雇用保険率及び事

業主と被保険者（労働者）との負担の内訳は次のとおりです。

問合せ 山口労働局総務部労働保険徴収室適用係
（ 083ー995ー0366）

平成17年度労働保険年度更新
労働保険料の申告手続きについて

事 業 の 種 類 雇 用 保 険 料 率

一 般 の 事 業

農 林 水 産

清酒製造業の事業

建 設 の 事 業

21.5／1,000
（19.5／1,000）

22.5／1,000
（20.5／1,000）

事業主負担分

12.5／1,000
（11.5／1,000）

13.5／1,000
（12.5／1,000）

被保険者負担分

9／1,000
（8／1,000）

9／1,000
（8／1,000）

19.5／1,000
（17.5／1,000）

11.5／1,000
（10.5／1,000）

8／1,000
（7／1,000）

（注）各保険率は、賃金総額に対する率をいいます。

シルバー人材センター会員募集

●会員になって働いてみませんか
町内に居住し、おおむね60歳以上で働く意

欲のある健康な方

年会費 2,500円（傷害保険料）

●こんな仕事をしています

・屋内外での軽作業
・大工仕事・左官仕事・塗装
・管理・守衛・宿直
・庭木剪定・刈込み・消毒
・その他、雑役など

問合せ シルバー人材センター（ 53ー8055）

国民生活金融公庫から
のお知らせ

「国の教育ローン」のご案内
国民生活金融公庫では、ご融資の対象とな

る学校（高校、大学など）に進学・在学され
るお子さまをお持ちの保護者の方を対象とし
た「国の教育ローン」を取り扱っています。

制度の概要

使い道 学校納付金（入学金・授業料）、そ
の他

融資額 学生・生徒1人につき200万円以内

返済期間 10年以内（在学期間以内で元金据
置が可能）

利　率 1.7％（固定：1月18日現在）

返済方法 毎月元利等返済（ボーナス併用払
いも可能）

保　証 （財）教育資金融資保証基金または
連帯保証人1名以上

問合せ 国民生活金融公庫岩国支店
（ 22ー6265）

対象者 身体障害者（児）手帳所持者
療育手帳所持者

利用内容 デイサービス、居宅介護、短期入所等を希望さ　
れる方

申込み期限

継続の方 3月18日（金）まで

新規の方 随時

申請・問合せ 保健福祉課福祉係（ 52ー2135内線208）

障害者支援費制度(居宅)の
申請について 中国・四国地区国立大学法人等採用試験案

内の配布が始まりました。

受験資格 昭和51年4月2日から昭和61年4月
1日生まれの方

受付期間 4月1日（金）～4月8日（金）

一次試験 5月22日（日）
詳しくは下記の事務室にお問合せください。

問合せ 中国・四国地区国立大学法人等職員
採用試験実施委員会採用試験事務室

（ 082ー424ー5616）

国立大学法人等採用試験

（ ）は変更前の率
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福祉タクシーチケットの更新を

＜新しい保険証を郵送します＞

現在使用されている保険証は3月31日で使用できなくなります。新年度の保険証を3月末までに郵送いたし
ますので、ご確認のうえ、お受け取りください。今お使いの保険証は保健福祉課にお返しください。
なお、4月1日以降、保険証の使用にあたっては次のことにご留意ください。
●初診の時はもちろん、継続して診療を受けられる場合にも新しい保険証を医療機関の窓口に提出してください。
●学生等で、遠隔地用の保険証が必要な方は、従来どおり保健福祉課窓口で手続きしていただくことになり
ます。学生の場合は、申請時に在学証明、または学生証の写しが必要ですのでご持参ください。

＜国保料を滞納すると・・・＞

国保は、被保険者の皆さんの保険料で支えられています。保険料は必ず納期内に納めてください。
●納期限を過ぎると、督促状を送付いたします。
●通常の保険証の有効期間は1年間ですが、保険料を長期にわたって滞納している方には、通常より有効期間
の短い保険証を交付することになります（「短期保険証」）といいます）
今回の保険証の更新では、概ね半年以上の保険料を滞納している方に「短期保険証」を交付します。

●1年を越えて保険料を滞納すると、保険証を返還していただき、「被保険者資格証明書」を交付します。「資格証
明書」は保険証ではないので病院等にかかるときは、医療費の全額をいったん自己負担することになります。
※国保加入者の方は世帯全員の所得を必ず申告してください。申告がないと上位所得者と判定され、高額療
養費の還付等を受けられない場合がありますのでご注意ください。
なお、平成17年度の国民健康保険料は、6月下旬に決定し皆さまにお知らせいたします。7月から平成18年3
月までの9期に分けて納めていただくようになります。

問合せ　保健福祉課（ 52ー2135内線207）

国民健康保険被保険者の皆さんへ

高齢者福祉タクシー

高齢者の方が、病院や施設への往復にタクシーを利用する場合、
基本料金の額を助成する制度です。
（利用できる方）
町内に一年以上居住する方で、
・65歳以上で寝たきり状態の方
・70歳以上でひとり暮らし、またはひとり暮らしに近い状態にある方

心身障害者福祉タクシー

心身障害者の方がタクシーを利用する場合、料金の一部を利用
する制度です。
（利用できる方）
町内に住所を有する方で、
・1級から3級までの身体障害者手帳の交付を受けている方
・療育手帳（ＡＢ）の交付をうけている方
・国民年金法（昭和34年法律第141号）別表に規定する、精神
の障害を有する方

［利用の申請］

平成17年度の福祉タクシーチケット（割引証）の交付申請を3月25
日（金）から受付ます。印鑑と旧割引証（現在交付を受けている方）
をお持ちのうえ、保健福祉課福祉係にお申し出ください。
尚、高齢者福祉タクシー、心身障害者福祉タクシーともに、利

用できる範囲は玖珂郡内、岩国市内、大竹市内までで、利用でき
るタクシーは芸坊地区タクシー協会に加入しているタクシー会社
となっています。
問合せ 保健福祉課福祉係（ 52ー2135内線210）

農業を体験してみませんか？

町では、農作業による生産の楽しさを
多くの皆さんに体験していただき、自然
とのふれあいを実感していただけるよう
に、ミニ農園の入園者を募集いたします。
（※電話での受付はいたしません）
対象者 町内在住の方
決定方法 先着2名
場　所 関ヶ浜1丁目1街区
面　積 約75㎡
使用料 4,000円／年
募集区画 2区画
入園期間 4月1日から、1年間

申込期間 3月7日（月）～（土日休日を除
く8時30分から17時15分の間）
問合せ 住民サービス課

（ 52ー2135内線205）

ミニ農園入園者募集

せきや商店�

緑ヶ丘住宅�
現地�

関ヶ浜一丁目�

関ヶ浜二丁目�
集会所�

和木町�
関ヶ浜�
下水ポンプ場�

消防�
車庫�



15

（
2
月
19
日
句
会
）

窯
出
し
の
蛸
壺
に
降
る
春
の
雪

陣
場
　
直
雄

大
薬
缶
据
ゑ
て
牡
蠣
割
る
男
か
な

陣
場
　
孝
子

岸
壁
に
春
の
焚
火
や
筏
組
む

浜
田
千
代
美

母
の
眠
の
癒
ゆ
る
日
近
し
梅
日
和

浦
　
　
盈
子

屋
根
替
へ
の
大
工
く
は
へ
り
五
寸
釘

越
智
　
幸
子

大
釜
の
蓋
を
動
か
ず
春
の
蠅

小
川
　
誉
子

節
分
の
太
鼓
ひ
び
け
る
堰
か
な

下
村
美
恵
子

芽
柳
に
風
や
は
ら
か
し
京
の
街

灰
岡
美
穂
子

芋
植
う
る
律
儀
な
夫
の
歩
幅
か
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平
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江

梅
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寄
せ
ら
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る
曲
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山
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杵
子

川
渡
る
電
車
の
響
き
日
脚
伸
ぶ

与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

【
相
　
談
】

昨
日
、
中
古
車
を
現
金
で
購
入

す
る
申
し
込
み
を
し
た
。
よ
く
考

え
る
と
支
払
い
が
大
変
な
の
で
、

今
日
解
約
を
申
し
出
た
。
し
か
し
、

も
う
車
の
改
造
に
着
手
し
て
い
る

の
で
出
来
な
い
と
断
ら
れ
た
。
そ

の
よ
う
な
改
造
を
事
業
者
に
頼
ん

だ
覚
え
は
な
い
。

【
処
　
理
】

現
金
で
購
入
す
る
場
合
の
契
約

成
立
時
期
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
車
の
改
造
を
依
頼
し
て

い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
契
約
は
成

立
し
て
い
な
い
の
で
、
申
し
込
み

の
撤
回
を
主
張
す
る
よ
う
に
助
言

し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

自
動
車
の
売
買
契
約
が
成
立
す

消費者生活相談�
だよりVol.6

自動車購入契約のトラブル

る
時
期
は
、
現
金
で
購
入
す
る
場

合
と
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
（
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
）
を
利
用
す
る
場
合

と
で
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。
相
談

事
例
の
よ
う
に
現
金
で
購
入
す
る

場
合
、（
社
）
日
本
中
古
自
動
車
販

売
協
会
連
合
会
の
モ
デ
ル
注
文
書

で
は
、「
登
録
が
な
さ
れ
た
日
も
し

く
は
注
文
者
の
依
頼
に
よ
っ
て
車

両
の
修
理
、
改
造
、
架
装
な
ど
を

す
る
場
合
に
は
、
販
売
者
が
こ
れ

に
着
手
し
た
日
、
ま
た
は
車
両
の

引
き
渡
し
が
成
さ
れ
た
日
の
い
ず

れ
か
早
い
日
」
を
も
っ
て
契
約
成

立
の
日
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
業
界
団
体
に
加
盟
し
て

い
な
い
事
業
者
の
中
に
は
、「
口
頭

に
よ
る
申
し
込
み
、
承
諾
に
よ
っ

て
契
約
が
成
立
す
る
」
な
ど
独
自

の
契
約
条
項
を
定
め
た
約
款
を
使

用
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

購
入
に
際
し
て
は
、
契
約
内
容
を

十
分
に
確
認
し
、
慎
重
に
対
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（

52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（

52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

高
倉
キ
ヨ
子
さ
ん
（
和
木
4
丁
目
）

村
重
コ
ヨ
ノ
さ
ん
（
和
木
3
丁
目
）

出
山
　
忠
己
さ
ん
（
和
木
5
丁
目
）

熊
代
千
加
子
さ
ん
（
岩
国
市
）

川
地
　
義
一
さ
ん
（
和
木
1
丁
目
）

池
田
き
み
子
さ
ん
（
和
木
4
丁
目
）

光
田
　
一
男
さ
ん
（
和
木
5
丁
目
）

鈴
木
　
岩
俊
さ
ん
（
瀬
田
2
丁
目
）

村
中
　
　
猛
さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）

●
見
舞
返
し

末
岡
　
恭
子
さ
ん
（
瀬
田
1
丁
目
）

●
一
般
寄
付

山
口
県
東
部

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
様

ア
ル
ミ
缶
ペ
コ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
様

ま
た
次
の
方
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

末
岡
　
恭
子
さ
ん
（
瀬
田
1
丁
目
）

村
中
　
　
猛
さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）

第
16
回
山
口
県
警
察

音
楽
隊
定
期
演
奏
会

日
　
時
▼
3
月
12
日

開
場
13
時
30
分
〜
、
開
演
14
時
〜

場
　
所
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

入
場
料
▼
無
料

（ ）土
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窓
ゆ
入
る
陽
光
あ
ま
ね
し
戸
外
に
出
て
風
に
吹
か
れ
た
し

ひ
と
り
の
ま
昼

近
藤
巳
津
子

年
あ
け
て
ひ
と
日
ひ
と
日
を
生
く
命
明
日
を
夢
見
ゆ

老
ひ
し
か
な
わ
れ

田
渕
ハ
ネ
子

人
待
つ
や
門
戸
あ
け
れ
ば
山
茶
花
の
今
を
盛
り
と

咲
き
誇
り
た
り

広
宇
次
信
子

ガ
ラ
ス
戸
を
透
す
も
冬
の
陽
暖
か
く
よ
う
よ
う
通
せ
し

針
を
運
び
ぬ

正
中
ツ
ヤ
子

傘
の
字
の
中
に
こ
ん
な
に
人
居
る
も
い
つ
も
ひ
と
り
の

傘
は
寂
し
き

三
村
　
浄
コ

新
春
を
祝
ふ
初
釜
し
ん
し
ん
と
松
風
の
音
に
心
洗
わ
る

森
本
　
初
子

摘
み
て
来
し
春
の
七
草
み
ず
み
ず
し
友
と
作
り
し

七
草
粥
を

箭
野
　
賀
代

初
孫
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
に
み
つ
め
ら
れ
目
尻
の
し
わ
の

ふ
え
る
も
う
れ
し

横
川
美
代
子

暗
や
み
を
ほ
の
か
に
照
ら
す
ロ
ー
ソ
ク
の
明
か
り
の
下
に

祝
う
初
釜

大
野
　
千
尋

冬
空
を
鳥
が
舞
う
が
に
飛
行
機
は
白
線
残
こ
し

左
右
に
消
ゆ
る

神
園
　
静
美

初
春
の
お
だ
し
ひ
と
日
を
離
れ
住
む
ア
メ
リ
カ
よ
り
来
し

甥
ら
迎
ふ

嘉
屋
　
笑
子

如
月
の
空
青
ふ
か
き
ひ
と
日
ゆ
く
ひ
の
き
の
匂
ふ

湯
船
に
ひ
た
り

中
柴
冨
美
子

夕
光
に
身
を
透
か
し
つ
つ
ろ
う
梅
の
花
ほ
つ
ほ
つ
と

黄
の
灯
点
も
せ
り

藤
上
　
紀
子

町
長
へ
の
提
言

現在、「ごみ収集日程表」は、毎月、

自治会を通してお届けしていますが、

3月中旬に「年間ごみ収集カレンダー」

（4月～来年3月）をお届けしますので

ご利用ください。

このカレンダーは、和木町ごみ対策

協議会で内容等を検討して作成したも

のです。

また、4月から和木町のホームペー

ジで年間ごみ収集カレンダーを見るこ

とができます。

引越し等でのごみ出しは

早目にしましょう。

3月の転勤等で、まとまったごみを

出される場合は、計画的な早めのごみ

出しをお願いします。

問合せ 住民サービス課

（ 52ー2135内線204）

その72
１年間の
「ごみ収集日程表」
をお配りします。

広
報
「
わ
き
」
の
誌
面
作
り

広
報
紙
「
わ
き
」
は
16
ペ
ー
ジ
と
い

う
厚
み
の
中
に
様
々
な
情
報
が
詰
め
こ

ま
れ
、
色
彩
も
豊
か
で
大
変
読
み
や
す

い
広
報
紙
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
残

念
な
が
ら
情
報
中
心
の
紙
面
は
温
か
み

が
な
く
、
情
報
が
古
く
な
れ
ば
せ
っ
か

く
の
雑
誌
も
簡
単
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
以
前
か
ら
あ
っ
た

和
木
の
郷
土
史
を
掘
り
起
こ
す
と
い
う

企
画
に
連
げ
、
和
木
の
人
間
を
掘
り
起

こ
す
と
い
う
視
点
か
ら
、
和
木
町
に
長

く
住
む
老
人
の
方
々
の
話
を
聞
き
取

り
、
紙
面
で
紹
介
し
て
み
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
無
名
で
肩
書
き
を
持
た
な

い
人
々
が
、
そ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
小

さ
な
足
跡
が
、
こ
の
和
木
の
歴
史
を
つ

く
っ
て
き
た
の
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り

の
大
変
な
体
験
、
心
に
残
る
思
い
出
、

記
憶
に
残
る
人
々
、
そ
れ
か
ら
の
平
凡

な
人
々
の
目
を
通
し
て
改
め
て
和
木
と

い
う
土
地
の
歴
史
や
人
間
を
眺
め
て
み

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
貴
重
な

歴
史
の
証
言
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。（
テ
ー
マ
は
小
さ
な
足
音
で
す
）

【
回
　
答
】

貴
重
な
提
言
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
、
現
実
的
な
面
か
ら
す

る
と
、
提
言
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な

形
で
、
継
続
的
に
連
載
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

婦
人
会
や
公
民
館
講
座
等
の
代
表
者
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
監
督
等
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
よ
う
な
格
好
で
、
そ
の
団
体

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
う
よ
う
な
も
の

で
あ
れ
ば
継
続
可
能
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
す

る
か
や
順
番
等
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
も
う
少
し
検
討
の
時
間
を
頂
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
住
民
の
皆
さ
ま
方
に
楽

し
み
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報
紙

づ
く
り
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

提
言
箱
は
、
役
場
（
玄
関
）、
文
化

会
館
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

体
育
セ
ン
タ
ー
、
関
ヶ
浜
分
館
、
瀬
田

分
館
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
「
声
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
言
内
容
の
確
認
及
び
、
ご

本
人
へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
投
稿
の
際
に
は
、
必
ず
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
匿
名
等
の
提
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
政
の
参
考
に
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
広
報
紙
で
の
回
答
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
広
報
紙
面
に
は
、
特
に
希
望
が
あ
る

方
を
除
き
、
氏
名
等
の
公
表
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ひ

ゆ
う
か
げ

と
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成17年2月1日現在

総人口　 6,716人
（ー20）

世帯数　 2,621世帯
（ー9）

和木町の面積　10.56km2
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女　3,375人
（ー14）

3,341人　男
（ー6）

100以上

所得税の確定申告、町県民税の申告は
お済みになりましたか？

所得税と町県民税の申告の受付と所得税の納税は3月15日（火）までです。
期間の後半は大変混雑しますので、お早めに自分で書いて申告書を提
出しましょう！
※ 町営住宅に入居されておられる方や国民健康保険に加入されておら

れる方は世帯全員の方の申告をする必要があります。

問合せ　町県民税：税務課（ 52－2135内線203）
所得税：岩国税務署（ 22－0111）

今 月 の 納 税

和木美術館の愛称募集
平成15年12月開館した和木美術館を、より親しみやすい施設とするため、愛称を

募集します。

募集期間 3月1日（火）～3月31日（木）
応募資格 町内居住している方、町内に勤務されている方、町内の学校に通学して

いる方のいずれか
応募用紙 和木町教育委員会（文化会館内）、和木町総合コミュニティセンターに

用意しています。
（応募用紙以外でも、愛称の名前（フリガナとも）、応募者の住所、氏名、
電話番号、愛称の意味を記載したものであれば受け付けます。）

提出先 和木町教育委員会、和木町総合コミュニティセンター
※郵送、ファクシミリ、Eメールによる申込みも受け付けます。

送付先 和木町和木2－1－1 和木町教育委員会（ 53－6776）
（ Eメール　kyoiku@town-waki.jp）

結果発表 広報わき6月号で発表します。
問合せ 教育委員会事務局（ 53－3123）

国民健康保険 ９期分
介護保険料 ９期分
町営住宅使用料 ３月分
上下水道使用料1・2月分

※納期内に納めましょう！
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